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凡例 
 
本論で取り上げるグレゴリオス・パラマスからの引用は、すべてギリシア語原典から筆者
が訳出したものである。翻訳に際しては、『フィロカリア』に収録されているパラマスの諸
作品を含めすべて Π. Κ. Χρήστου による現代ギリシア語対訳校訂版 Γρηγορίου τοῦ 
Παλαμᾶ· Ἅπαντα τὰ Ἔργα, t. 1-11, Θεσσαλονίκη, 1981-1987を用いたが、パラマスの主著
『聖なるヘシュカストのための弁護（Λόγοι ὑπὲρ τῶν ἱερῶς ἡσυκαζόντων）』に限り、J. 
Meyendorff によるフランス語対訳付校訂版 Défense des saints hésychastes, t.1-2, 
Louvain, 1959を用いた（節分けもそれぞれの校訂者のものに従った）。 
なお、『聖なるヘシュカストのための弁護』はそれぞれ異なる時期に順次著された 3部か
ら成り、それぞれの部がさらに 3 章構成をとっている。この 3×3 の構成ゆえに、同書は
Triadesと呼ばれる習わしとなっており、本論もこれを踏襲している。また、全部で 9つの
これらの章は、それぞれ節分けされている。したがって、例えば Triades I-3-16 とあれば、
それは『聖なるヘシュカストのための弁護』第 1部第 3章第 16節のことを指す。以下、本
論でパラマスのテクストが引用される際には、すべてこの表記に則っている。 
テクストの翻訳に際しては、上記校訂版に付された現代ギリシア語訳、フランス語訳に加
え、以下に挙げる諸現代語訳を参考にした。 
（全集）Che cos’è l’ortodossia : capitoli, scritti ascetici, lettere, omelir, E. PARRELLA, C. 
COSTALONGA, L. LAMASTRA, E. GRESELIN, S. GEORGOPOULOS, Milano, 2006-2009. 
（Triades）Difesa dei santi escasti I. 3. 4-52 (La spiritualità dell’ oriente cristiano, 
L’Esicasmo), M. PAPAROZZI, Roma, 1981；The Triades (The Classics of Western 
Spirituality), trans. N. GENDLE, New York, 1983 ； Difesa dei santi esicasti, 
introduzione di R. D’ANTIGA, Padova, 1989；Триады, Л. С. Чибисенков, И. В. Жарко, 
Л. Я. Далимова, Москва, 1995. 
（『講話集』）Douze homélies pour les fêtes, trad. J. CLER, Paris, 1987；Омилии, tom.1, 
2, Москва, 2008；The Homilies, C. VENIAMIN, Waymart, 2009. 
（『フィロカリア』に収録されたパラマスの著作〔パラマスの諸作品が収録された D´巻お
よび最終話「グレゴリオス・パラマスの生涯から」が収録された E´巻の翻訳〕）La 
filocalia, vol. 4, trad. M. B. ARTIOLI , M. F. T. LOVATO, Gribaudi, 1987.；La 
Philocalie des pères neptiques, trad. O. CLÉMENT, O., J. TOURAILLE, Desclée de 
Brouwer, 1995；The Philokalia, the Complete Text, G. E. H. PALMER, P. SHEPPERD 
and K. WARE, Faber and Faber, vol. 4 ,1995；Добротолюбне, tom. IV, V, Москва, 
2007；Filocalia, vol. 7, 8, trad. D. STĂNILOAE, Bucureşti, 2013.  
 本邦では、グレゴリオス・パラマスの作品はこれまで大森正樹によって翻訳が進められ
てきた。「聖なるヘシュカスト（静寂主義者）のための弁護（第 I部第 3章）」、大森正樹
訳、『中世思想修正原典集成 3 後期ギリシア教父、ビザンティン思想』、平凡社、1994
年；「第 34講話」、「第 35講話」、大森正樹訳、『中世思想原典集成 3 後期ギリシア教
父、ビンティン思想』、平凡社、1994年；『フィロカリア』VII巻（パラマスの諸作品を収
録）、大森正樹訳、新世社、2009年；『フィロカリア』IX巻（最終話「グレゴリオス・パ
ラマスの生涯から」を収録）、大森正樹、橋村直樹訳、新世社、2013年。本論で扱うパラ
マスのテクストの内、すでに大森による邦訳が存在するものに関しては、それらを大いに
参考にしつつ本論での用語等に併せて部分的に変更が加えられている。 
 『聖書』からの引用は Septuaginta, ed. A. RAHLFS et R. HANHART, Deutsche 
Bibelgesellschaft, 2006および Novum Testamentum Graece, ed. E. & E. NESTLE, B. & 
K. ALAND et al., Deutsche Bibelgesellschaft, 2005に依り、邦訳としては『聖書 引照つき 
新共同訳』日本聖書協会、2012 年（一部、日本正教会翻訳『我主イイススハリストスの新
約』正教本会版、1985年）を用いた。聖書中の各書名の略語もこちらに倣っている。 
 引用文中、中略は「…中略…」、後略は「…後略」と表記した。また、引用文中の（）
内は引用者による言い換え、〔〕は引用者による補いを表す。 
グレゴリオス・パラマスという人物は正教会（Orthodox Church）の伝統に連なる思想家
である。その意味では、本論で用いる聖書的、神学的、典礼的用語の訳語は日本ハリストス
正教会における言葉遣いを踏襲すべきと思われるが、本邦における学術的著作および論文
でこれまで主に使用されてきた訳語との統一の観点から、ほとんどの場合は日本ハリスト
ス正教会における言葉遣いとは異なる訳語をあてることとなった。これはひとえに読者の
混乱を避けるための選択であることあらかじめ申し上げるとともに、これまで日本ハリス
トス正教会がわが国において積み重ねられてきた伝統に心からの敬意を表したい。 
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論文の内容の要旨 
 
論文題目： グレゴリオス・パラマスの身体観―東方キリスト教的人間観の研究― 
氏名： 袴田 玲 
 
 本研究は、14 世紀のビザンツ帝国に生きた東方キリスト教を代表する修道士、神学者に
して後のテサロニケ大主教、グレゴリオス・パラマス（c.1296-1359、以下パラマスと表記）
の思想における身体観（すなわち、人間の身体とイエス・キリストの身体に関する思索）を
考察することにより、「東方キリスト教的」人間観を解明することを企図している。 
本研究が対象とするのは、キリスト教の中でも、東ローマ帝国からビザンツ帝国を通じ、
ギリシャやシリア、またロシアをはじめとするスラヴ諸国で今日まで豊かに息づく東方キ
リスト教（とりわけ東方正教会）におけるヘシュカスム ἡσυχασμόςの伝統である。ヘシュ
カスムとは、東方キリスト教の修道制において発展した祈りと観想の方法、およびその思想
を意味する。修行者は孤独と静 寂
ヘーシュキア
ἡσυχία のなかで＜イエスの祈り＞と呼ばれる短い祈り
を絶えず唱え、それを通じて魂を浄化し、神と一つになること（神化
テオーシス
θέωσις）をめざす。
その源流は原始キリスト教時代に砂漠で修行した師父たちにまで遡るが、ビザンツ帝国時
代末期には、この祈りに座法や呼吸法といった身体技法を採り入れた実践がアトス山（現ギ
リシャ共和国北東部、ユネスコ世界遺産）で盛んになった。狭義には、当時このような修行
を実践していた修道士のことをヘシュカストと呼ぶ。彼らは修行を極めたさきに神と一つ
になり、またその際に神を光として見る恩恵に浴すると主張した。彼らの実践と主張のキリ
スト教的正統性をめぐり、帝国を二分する事態にまで発展したヘシュカスム論争（1337-51）
において、ヘシュカストを擁護するために聖書と師父の東方キリスト教的伝統に根ざして
ヘシュカスムを解釈し、思想的に支えたのがパラマスだったのである。 
そもそも、キリスト教にあっては、神の受肉、イエス・キリストの身体における死と復活、
聖体拝領など、身体的主題が強く表れる反面、身体は人間の欲望や罪と結び付けられ、否定
的に捉えられることも多い。また、ヨーガや座禅のように、その実践の中で身体を積極的に
活用する他の宗教と比較すると、キリスト教の実践における身体の活用は消極的で、むしろ
意識を身体的活動から遠ざける方向の努力が奨励されることもある。そのような点からす
ると、ヘシュカスムはキリスト教において「異質」な事例である。しかし、それゆえにこそ、
この「異質」な実践や思想をそれまでのキリスト教の伝統に組み入れるべく論陣を張ったパ
ラマスの思想においては、人間（およびイエス・キリスト）の身体そのもの、身体と魂の関
係、霊的完成への道行きにおける身体の役割等々、身体やそれを通じた人間存在そのものに
ついての根本的な反省が加えられ、それらについての東方キリスト教的理解が提示されて
いる。このような見解に基づき、本研究はパラマスの著作原典の精緻な読解をその中心に据
えた。 
先行研究の問題点との関連で本研究の内容を示すならば、以下のようにまとめられる。 
まず、これまでのパラマス研究では、ヘシュカスム論争の中で彼が提示した「神の本質
ウーシア
οὐσίαと働 き
エネルゲイア
 ἐνέργεια の区別」に関する神学上の問題に議論が集中し、そもそも論争の
発端となったヘシュカストの祈りの方法やその中での身体の在り方に関するパラマスの思
索に十分な光が当てられて来なかった。また、ヘシュカスムというより広い視野に立ったこ
れまでの研究においても、インドのヨーガやイスラームのスーフィズム、仏教の称名や座禅
など他宗教における修行法との表面的類似を指摘するにとどまるものが多く、東方キリス
ト教修道制の成立から 14世紀に至るまで、その内部でヘシュカスムの祈りの方法が確立さ
れていくさまを具に追った成立史研究こそあれ、ヘシュカストの祈りの方法がいかにして
東方キリスト教的に解釈され、意味づけられ、根拠づけられていったのかという点は明確に
示されてはこなかった。そこで本研究は、パラマスの主著『聖なるヘシュカストのための弁
護 Λόγοι ὑπὲρ τῶν ἱερῶς ἡσυκαζόντων』からヘシュカストの祈りの方法についてのパラマ
スの釈義を取り上げ、その基となる彼の身体観と併せて考察を加えた（本論第一部）。それ
により、パラマスが新旧約聖書や東方キリスト教世界の先人たち（とくに偽ディオニュシオ
ス・アレオパギテース）のテクストに依拠しながらヘシュカストの祈りの技法を思想的に支
えていることを明らかにした。その中で、霊的完成のためには知性
ヌ ー ス
νοῦς を身体から引き離
さねばならないと主張する論敵に対し、パラマスが身体はそれ自体として悪ではなく、魂の
浄化を妨げるのはむしろ「身体の内に住まう悪しき想念」であるとして、神の創造した人間
身体の根本的善性を擁護していること、また、霊的なものと物質的なもの、魂と身体といっ
たものが区別はされても分離はされず、むしろ両者のあいだには或るつながりが存在し、そ
のつながりこそが魂の浄化に励む修行において身体技法を有効ならしめるものであると考
えていることを示した。 
ここで重要なのは、孤独と静寂を旨とするヘシュカストの修行にとっても、典礼、とりわ
けキリストの身体に与る秘跡である聖体拝領(エウカリスティア)への定期的な参与が不可
欠であるとパラマスが考えている点である。これまでの研究の中で、ヘシュカストの修行形
態は共同体を前提とする典礼(教会)生活とは相容れないものとされ、ヘシュカストには共同
体の枠組みからはみ出る逸脱者ないし宗教的エリートというイメージが付きまとっていた。
しかし、本研究では、パラマスにおける聖体拝領の実践を、その著書『キリストによって定
められた十戒、あるいは新約聖書の法 Δεκάλογος τῆς κατὰ Χριστὸν νομοθεσίας, ἤτοι τῆς 
νέας διαθήκης』や弟子であったフィロテオス・コッキノス (1379年没)による『パラマスの
生涯 Λόγος ἐγκωμιαστικὸς』から読み解き、パラマスがアトスやその他の隠遁所で孤独な
修行生活を送っていた時期にあっても、土日には修道院の共同体へ戻って聖体拝領に与っ
ており、むしろ極端な隠遁生活によって典礼をないがしろにするヘシュカストを非難して
いたことを明らかにした（本論間奏部）。ビザンツ帝国内の修道院における数々の
『修道院規則
テ ュ ピ コ ン
』から推し量るに、当時の修道士たちは奉神礼に参加しても聖体に与る頻度が
低く、多くは年に数回程度であった。この点に鑑みると、パラマスの聖体拝領への執着はむ
しろ当時の一般的な修道士よりも強いとすら言える。 
典礼(とくに聖体拝領)を人間の完徳の道行きにおける必要不可欠な要素として重視する
姿勢は、パラマスがテサロニケ大主教として過ごした晩年にその多くが著された『講話集
Ὁμιλίαι』において一層色濃く見受けられる。その修道士や神学者としての側面に議論が集
中し、パラマスの司牧者としての側面を看過しがちであったこれまでの研究に対し、本研究
では、アトスを離れ、ヘシュカスム論争を経たパラマスが大主教として街の一般信徒に接す
る中で形成していった人間理解（およびそれ以前のものとの差異）に着目し、『講話集』の
分析を行った（本論第二部）。『講話集』の分析から明らかになった彼の聖体拝領論には、聖
体拝領によって使徒とキリストの関係を超える親密かつ直接的な合一が信徒個人とキリス
トの間に確立され、また信徒同士がキリストのからだにおいて一つとなり、共同体的交わり
実現させるとの見解が認められた。さらに、『聖なるヘシュカストのための弁護』において
は合一の具体的体験（光や熱や甘さといった感覚的な要素を含む）に重点が置かれていた神
化（神とに人間の合一）が、『講話集』の中ではとりわけ聖体拝領において実現するものと
して語り直され、その神秘的要素を残しつつも、救済概念に重ねられてゆくことも確認され
た。パラマスにとって、神の法を守り、絶えざる祈りを通じて自らの犯した罪を悔い、魂を
浄化することがいわば「修道的生」なのであり、それは孤独の中に生きる修道士のみならず、
すべての信徒に推奨されている。つまり、パラマスの思想において修道生活（修道的生）と
教会生活は二つの対立する生活様式ではなく、双方相俟って人間の救いへと通じる生き方
とされており、それぞれの中で実現される神との個人的・垂直的関係性と共同体的・水平的
関係性はまさに聖体拝領において交差する。人里離れたアトス山で孤独の内に修行するヘ
シュカストから、司牧者としてテサロニケの街の一般信徒の救いに心を配るようになった
パラマスの人生の転換点は、まさにヘシュカスムの歴史の転換点でもあり、ヘシュカスムが
近現代世界においてその裾野を一般信徒にまで広げる要因となったといえよう。 
要するにパラマスは、13-14世紀に隆盛した特殊な修行形態とその主張によって極端に限
定される傾向にあったヘシュカスムを――そしてその主軸をなす神化概念を――、その「身
体の哲学」によって再び人々の前に披いたのだと本研究は結論した。証聖者マクシモスやそ
れ以前の教父たちが描いてきたような宇宙論的拡がりをもつ神化概念を取り戻し、そこに
一般信徒をも改めて参与させることで、ヘシュカスムの伝統が現在にまで息づくことを可
能としたこと、言い換えるならば、ヘシュカスムと神化概念それ自体を普遍化ないし民衆化
（vulgarisation）したこと、ここにパラマスの思想的意義を本研究は見出す。18世紀末に
出版された東方キリスト教の師父たちの詞華集『フィロカリア Φιλοκαλία』編纂の意図が、
司祭や修道士だけでなく巷間に生きる一般信徒も絶えず祈りにとどまり、各人が自らの救
い＝神化を見据えて浄化のわざに励むことを訴えることにあり、その意味で修道院世界と
俗世界の境界線を乗り越えることであったとするならば、彼ら編纂者たちの精神の萌芽は
すでにパラマスの身体を通じた人間理解において認められるのである。 
 
